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　　???????????? ?????? ????????????????????????????????????? ????（????年 ? 月??日）。
??）読売新聞政治部、前掲書、???????頁。
??）『朝日新聞』????年 ? 月??日付。
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　　???????????? ???? ????????????????????????????????????? ????（????年 ? 月 ? 日）。



































































??）『毎日新聞』????年 ? 月 ? 日付。
??）同上。ただし外務省と首相官邸の認識の相違によって米側が求めたようなアジア戦略の見直しには至らなかったという。
??）外務省関係者へのインタビュー（????年 ? 月 ? 日、東京）。
??）?外務省「靖国神社参拝に関する政府の基本的立場」（????年??月）















　年が明けた????年 ? 月 ? 日、『毎日新聞』は「米政権『靖国』に懸念」と題した記事を ? 面に掲
載し、その後ヒル（???????????????????）国務次官補、ゼーリック国務副長官などの米政府関係者



















　　???????????? ????????????????????????????????????????????????（????年 ? 月??日）。
??）『毎日新聞』????年 ? 月 ? 日； ? 月 ? 日； ? 月 ? 日付。
??）『朝日新聞』????年 ? 月??日付。
??）朝日新聞取材班『戦争責任と追悼―歴史と向き合う』①、朝日新聞社、????年。
??）『朝日新聞』????年 ? 月 ? 日付。


































??）外務省関係者へのインタビュー（????年 ? 月 ? 日、東京）。








































































??）『読売新聞』????年 ? 月 ? 日付。
??）?第???回参議院予算委員会 ? 号（????年 ? 月 ? 日）
　　? ???????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????
?????????（????年??月??日）。
??）『読売新聞』????年 ? 月 ? 日付。
??）『読売新聞』????年 ? 月??日付夕刊。

































??）『読売新聞』????年 ? 月??日付夕刊； ? 月??日付夕刊。
??）町村氏へのインタビュー。
??）加藤氏へのインタビュー。





























　　??????????????????????????????????????????????????? ????（????年 ? 月??日）。
??）?ハイド書簡問題が浮上したのと同じ時期、岡本行夫は総合雑誌のインタビューの中で次のように述べている。「〔靖国神社参
拝問題について〕本来は正面に立って内外に説明すべき外務省までほとんど黙っている。とても健全なこととはいえません」
「民間企業の場合、第三者に自分たちの会社に不都合なことを散々言われても黙りとおすということはあり得ません。悪評
判によって会社の業績が下がれば、経営者が責任をとらされるからです。ところが、外務省は総理大臣との関係さえ良くし
ておけば安泰だから、内外からいくら自分の会社、つまり日本が批判されても面倒な反論はしないで、黙殺する。その結果、
きちんとモノを言っていくという、外交に必要な厳しさが弱くなってしまったように思えます。外務省が守るべきものは、
総理大臣との関係ではなく、国益でしょう。不利な状況に対しては国として反撃するべきだし、それに、もう少し、国民に
情報を開示すべきでしょう」。岡本、前掲記事、??、??頁。
??）?渡辺恒雄、若宮啓文「靖国を語る?外交を語る」『論座』（????年 ? 月）、??頁；読売新聞戦争責任検証委員会『検証戦争責任』
①②、中央公論新社、????年。
小泉純一郎首相の靖国神社参拝問題 159
要因である。歴史問題への対応はこれをいたずらに争点化することではなく、一旦外交上の懸案に
発展した問題を効果的に鎮静化することであるといえるが、その際のパブリック・ディプロマシー
の遂行について、議員・政党レベル、民間レベルの問題認識・情報発信がその環境に与える影響を
考慮する必要があろう。またパブリック・ディプロマシーを効果的に遂行するためには、政治指導
層のリーダーシップ、本国政府・在外公館の高度な対外説明能力が求められると同時に、政府が当
該問題に積極的に容喙するべきなのか、静観するに止めるべきなのか、問題の性質や状況の変化に
応じた柔軟な対処を行うことが期待される。
